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全国こども福祉センター 理事長

中京学院大学専任講師荒井和樹

荒井和樹@ffc231

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

子ども、若者、路上生活者とつくる
街角相談所・ボランティアセンター

日弁連貧困問題全国キャラバン（滋賀）
「居場所」のない若者の『居場所』をさがしてつくって

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

２００５年-２０１１年
児童養護施設職員として在職中、支援から逃走
する子ども・若者と出会う。施設型支援の課題
から、街中で声かけと交流、相談支援を開始。

治安対策・労働力確保を目的とした児童保護
から始まる。学校や施設など に専門職を

配置し、機能を させている。

日本の児童福祉の特徴

大企業やＮＰＯ、慈善団体などから

が集まる

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.



2023/1/31

2

と引き換えに、管理・支配的
な環境に置かれてしまう。

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

• の強制

• の強制

•携帯電話の所持不可

•通帳やお金は職員管理

• 禁止など

子ども達からは、怒りの声も…

引用：「犯罪に利用されるSNS 家出少女の心理とは…」
MBSテレビ 毎日放送ミント！真相Ｒ（2020年3月19日放送）

国や自治体は児童相談所などに相談窓口を
設けているが、Ａさんは

と話す。

Ａさん
（公的な機関は）ハードルが高いかな

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

「 」の方がマシ（10代少女）

出典：『トヨタ財団 2017年度国内助成プログラム「声なき声」に支援を届ける
―新たなアウトリーチ展開のための調査― 調査報告書』NPO法人OVAより

子ども・若者が

助けを求められない理由
（※支援団体４３団体の自由記述から）

荒井和樹@ffc231

2位 情報発信が不足している (28)
3位 援助を求める力が低い (27)

『子ども・若者が創るアウトリーチ』
子ども家庭福祉の役割と課題p111-

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

２０１２年-現在
人々を支援や保護の対象（客体）として捉える
のではなく、仲間として迎え、全国こども福祉
センター設立。対話や交流・活動機会を提供。

荒井和樹@ffc231
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出会い、傷つき、慈しみ 仲間と福祉を
追求する（10年で２万人が参加）

全国こども福祉センター

１６歳

１５歳

１２歳
１５歳

２０歳
外国籍

全国こども福祉センター／
①声かけを行う街角相談所
②公開の場における交流の場
③街角ボランティアセンター

荒井和樹@ffc231

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

出典：「家ではうまく呼吸できない 親の虐待 コロナ禍の少女」中京テレビ2020年10月16日放送

虐待から逃れようと家出したＢさん

Ｃはアニメが好きなので思わず立ち止まり、着ぐるみの集団
に近づき、目を合わせた。Ｃは「何をしているの？」と尋ね、
説明を受けたが、活動内容は理解できなかった。着ぐるみと
集団の放つ雰囲気が「楽しそう」だと思った。スタッフと、
Ｃは連絡先を交換した。Ｃは毎週、顔を出すようになった。

スキル

下校中、色鮮やかな着ぐるみの集団が目についた。

『子ども若者が創るアウトリーチ』
アウトリーチの展開過程とスキルp168
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2023/1/31

4

心
理
的
・
物
理
的
な

距
離
・
障
壁不登校

ひきこもり

対人不安

相談窓口

（手を伸ばす、届ける）

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

荒井和樹@ffc231

日本 …全国こども福祉センター
フランス …路上エデュケーター
スウェーデン …フィールドワーカー

出典：“居場所ない子ども“どう支える 警察は「ドン横キッズ」一斉補導チャント！
CBCテレビ（2022年6月13日放送）

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

属人的なアウトリーチの技術を一般化

音楽・芸術分野では協創
協奏・協働など双方向性

が重視されている

対話、交流

日本の福祉分野における
アウトリーチ

訪問、支援
保護、適応

全国こども福祉センターの
アウトリーチ

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.
「虐待を防ぐには 孤立する若者に"居場所"を」NHK総合ほっとイブニング（2014年9月16日放送）

就学就労、 は促さない

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.
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声かけすると「 」と
いう反応が多かった。支援を押しつけるより、継続的
にかかわり、互いの理解を深めることが重要と考えた。

なぜ、仲間として迎え
交流や活動を続けるのか？

①患者や被支援者役割を引き受けることは、スティグマを伴う。
②とくに地方は匿名性が低く、偏見が根強く残る傾向がある。

手伝うよ。何か出来ることある？

➡ 全国こども福祉センターに
相談・依頼が殺到

ドン横に集う ➡ 薬物、ＯＤ

➡ 入院 児相中心で関わる

➡ 施設 施設を拒否（退所）

ドン横・トーヨコ問題

➡ ドン横に戻る

看護師・医療ソーシャルワーカー、

児童相談所、警察は対応困難💦

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

小学校から不登校です。
中学校は一日も登校してません。。

母親とは会わないし、ほとんど話さないです。
母はご飯を作りません。カップ麺やお菓子を食べています。

援助機関は利用したことある？

なぜ全国こども福祉センターに参加しているの？

少女Ｄ（１５歳）

声をかけられたから。着ぐるみの人達は優しいから
好きです。

Copyright (C) Kazuki Arai All Rights Reserved.

センターでは として迎える

施設や路上生活、非行や障害を抱えるなど
多様な背景を抱える子ども若者

出典：「家ではうまく呼吸できない 親の虐待 コロナ禍の少女」
中京テレビ2020年10月16日放送

彼らは要支援対象者として扱われてきたが
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同じ参加でも、子ども食堂・フードバンクなど
（食事を）与えられる経験と「 」
として活動する経験は、大きく異なる

仲間の必要なものは何か考え、
フードバンクへの連絡、食材の
調達、提供までを行う少女Ｅ。

自分の力で働いて誰かの役に立ち、
社会に貢献できるということは、
人間の精神の を示すもの²

１『選択の科学』シーナ・アイエンガー文藝春秋2010
２『生きづらさを抱える若者たちと』小林献2018いのちのことば社87頁

人間は受動的に与えられた報酬より
も、自分から 報酬に、
より大きな反応を示す¹

オカさんは会うたび、手を挙げ
「 」と聞いてくれる

Ｆさん（20代女性メンバー）

オカさん

ハジメさん

参考資料
『選択の科学』シーナ・アイエンガー文藝春秋2010
『生きづらさを抱える若者たちと』小林献いのちのことば社2018
『子ども・若者が創るアウトリーチ』荒井和樹アイエス・エヌ2019
『自立へ追い立てる社会』広瀬義徳・桜井啓太インパクト出版会2020
東京大学大学院総合文化研究科・教養学部附属共生のための国際哲学研究センター
https://utcp.c.u-tokyo.ac.jp/about/message/ センター長梶谷真司挨拶

差異や隔たりを解消せず
傷つき、慈しみ、互いを尊び
貸し借りできる関係を築く

≪参加、応援、寄付≫

日弁連貧困問題全国キャラバン（滋賀）
「居場所」のない若者の『居場所』をさがしてつくって

荒井和樹@ffc231

https://utcp.c.u-tokyo.ac.jp/about/message/
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「若者の自立を保障する社会へ」

若者が未来に希望を抱くことができる
社会の実現に向けた調査と提言

弁護士 松宮 徹郎

第61回人権擁護大会ｉｎ青森（2018年10月4日～5日）

シンポジウム 「日本の社会保障の崩壊と再生―若者に未来を―」

「若者が未来に希望を抱くことができる社会の実現

を求める決議」

日本弁護士連合会WEBサイト↑で公開してます。
https://www.nichibenren.or.jp/document/civil_liberties/year/2018/2018_3.html

「学ぶ」という点

∟学費高騰＋脆弱な奨学金制度＋学生生活を犠牲にさせるような

拘束力の強いアルバイト → 教育格差，学び直し困難

「働く」という点

∟日本型雇用の崩壊＋労働の規制緩和による非正規の増大＋職業

訓練を受ける機会の乏しさ → 格差の拡大，固定化

「住む」という点

∟公営住宅が少なく，家賃補助制度もないに等しい

→ 親元を離れて独立生計を営むことが困難

「家族形成」「生活」という点

∟子育て費用が大きい＋乏しい子育て支援

→結婚して子どもを持つことは経済的にも仕事継続上もリスク大

3

日本の若者がおかれた状況
日本の若者の生きづらさ－自己肯定感の喪失

内閣府・平成25年度我が国と諸外国の若者の意識に関する調査

1 2

3 4
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日本の若者の生きづらさー意欲の喪失

内閣府・平成25年度我が国と諸外国の若者の意識に関する調査

日本の若者の生きづらさー影響力、希望の喪失

内閣府・平成25年度我が国と諸外国の若者の意識に関する調査

先進７カ国の１５～３４歳の死因
－主要７カ国（Ｇ７）で死因の１位が自殺は日本だけー

厚生労働省「平成２９年度 自殺対策白書」

日本の若者の身体的幸福度・・・１位（38国）
①5-14歳死亡率 ９位
②5-19歳の過体重/肥満の割合 1位

精神的幸福度・・・37位（38国）
①生活満足度 37位
②10万人当たり自殺率 30位（40国）

「パラドックス」とも言える結果

UNICEF「イノチェンティレポートカード 16」
https://www.unicef.or.jp/library/pdf/labo_rc16j.pdf

5 6

7 8
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このような若者が置かれている状況に影響を及ぼし
ている背景の一つとして「自己責任」という政策動
向が考えられる。

日本の社会保障制度において、近年、
「自助」「共助」が強調され、社会保障費を削減す
る動きが強まっている。

9

なぜ？このような状況になっているのか？

日弁連Webサイト
https://www.nichibenren.or.jp/document/civil_liberties/year/2018/2018_3.html

親や学校の言うことに従うよう求められたり，周りからの同調圧力の中で育ちな
がら、高3で突然，選択を迫られる。

失敗が許されないから，大学進学率の良さで高校を選び，就職率の良さで大学
を選んだ。

受験戦争はしんどい。見えない「敵」を蹴落とす。周囲をシャットアウト。

一度決めたら二度目はない。失敗や変更が許されず、一生が決まってしまう就
活に必死になった。転職は条件悪化の一途。

将来の夢だった介護職だが，給料の低さを知り，「安定」を優先して他の職業を
選んだ。

自分が無価値であることが怖い。高い学費を払ってもらったのに落ちこぼれて
親に申し訳なく、社会の役に立たなければと必死だった。

「レール」から外れてしまった自分に絶望してひきこもりになった。それも自分の
責任。

子どもの頃から『義務を果たしたら権利がある』という感じで生きてきた。

「社会を変えよう」というより，「与えられた枠組の中で自分が生きるために何と
か頑張ろう」と自分のことで精一杯。

10

「自己責任」 ～若者未来サミットでの若者の発言～

日弁連Webサイト
https://www.nichibenren.or.jp/library/pdf/activity/human/poverty_issue/youth_summit_hoko
ku.pdf

11
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日本

アメリカ

イギリス

ドイツ

フランス

スウェーデン

政策分野別社会支出の国際比較（構成割合）２０１５

保健（医療保険等）

住宅（住宅扶助等）

若者のための教育や社会保障に対する公的支出は顕著に少ない

29
国立社会保障・人口問題研究所のWEBサイトより

教育への公的支出が少ない

財務省 webサイト「日本の財政関係資料」令和元年6月 より

9 10

11 12
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そもそも社会保障に対する公的支出の割合が他国より小さい

13

若者の社会参加の権利

日本は，「どんな若者も等しく，自ら人生を選択し自己を実現
することができる社会構造」となっておらず，日本の若者は，
生きづらさを「自己責任」として受容させられてしまっている。

こうした現状は、個人の尊厳原理に立脚し幸福追求権につい
て最大の尊重を求めている憲法１３条、生存権を保障する憲
法２５条等に照らし到底看過することはできない。また、民主
主義社会の危機である。

そこで、当連合会は、一人ひとりの若者が自分の人生や生き
方を自己決定できる機会を保障し、若者が希望をもって今を
生き、自由な再チャレンジが保障されることで未来にも明る
い希望を抱ける社会の実現に向けて、国及び地方公共団体に
対し、次の施策の実施を求める。

14

若者のための社会保障制度と労働の
「グランドデザイン」の提言

日弁連Webサイト
https://www.nichibenren.or.jp/document/civil_liberties/year/2018/2018_3.html

若者の社会参加の権利

• １ 普遍主義の社会保障・人間らしい労働と公正な分配
(1) 若者が置かれた現状を改善するものとして、全ての若者

が、「生まれた家庭」の経済力や性別など自ら選択でき
ない条件に左右されることなく、試行錯誤をしながら、
学び、就労し、生活基盤を構築できる公平な条件を整備
するため、

①就学前教育・保育から高等教育までの全ての教育の無償化
②出産・育児休業、家族給付などの給付の拡充
③尊厳ある生活を保障する水準の最低賃金、同一価値労働同
一賃金の実現、
④失業時の所得保障及び職業訓練制度の抜本的充実、
⑤低所得者層のみの利用にとどまらない公営住宅の増設と家
賃補助制度の新設をすべきである。

15

若者のための社会保障制度と労働の
「グランドデザイン」の提言

トhttps://www.nichibenren.or.jp/document/civil_liberties/year/2018/2018_3.html

若者の社会参加の権利

• １ 普遍主義の社会保障・人間らしい労働と公正な分配

• (2) 若者が現在及び未来に希望を抱くことができるような
制度、殊に保険料、一部負担金が納められないことにより、
各種サービスや保障制度を利用できないことがないよう、

①窓口負担のない税方式による医療・介護・障害福祉サー
ビス
②尊厳を保障する水準の税方式による最低保障年金制度を
構築すべきである。

16

若者のための社会保障制度と労働の
「グランドデザイン」の提言

日弁連Webサイト
https://www.nichibenren.or.jp/document/civil_liberties/year/2018/2018_3.html

13 14

15 16
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若者の社会参加の権利

1. 子ども１１０番へのSOS ⇒家を出たい。出てしまった。

2. 若者支援団体からのオファー ⇒数個の団体が連携
例）妊娠、家出、各種トラブルへの対応

3. 児童相談所等からのオファー ⇒未成年後見⇒成年後見

4. 学習支援からの関わり

5. 直接電話からの関わり

17

個人的な活動としての若者支援 若者の社会参加の権利

18

日弁連委託援助事業

子どもが弁護士による法的支援を必要としているが，
①法定代理人である親権者が弁護士を依頼する意思が
ない（親権者から虐待を受けている場合も含む）など，
子どもの希望にもかかわらず弁護士を依頼することが
できない場合，
②親権者に弁護士を依頼する意思はあるが資力がなく，
かつ，民事法律扶助の対象とならない事業の場合に弁
護士費用を援助する制度

※子どもの経済的負担なく弁護士を依頼できる。弁護
士費用を日弁連が負担。
※また、弁護士が生活保護の申請に同行する費用を日
弁連が負担する。

若者の社会参加の権利

19

日弁連委託援助事業

【対象事件】

親からの虐待（家出などで、親子間やシェルターの調整）

親が学費を出してくれない。交渉したい。

学校のいじめなどで親が適切に対応してくれない。

両親の離婚で、意見を聞いてもらえず、子どもの代理人をつけ
てほしい。

など

17 18

19





  

NPO 法⼈やんちゃ寺 
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「私はいていいんだ」 
をつくる 



 3 

  

活動の狙い 

ありのままの⾃分に 
肯定感を感じられる 

輪を作る 

県職員（臨床⼼理⼠）として⾏政に勤めた代表すーちゃんが 
現場で感じた問題意識から、「やんちゃ寺」は⽣まれました 

 
• やんちゃ系の不適応⾏動に対する社会資源の少なさ 

 
• 罰より理解とサポートが、加害・被害の削減に効果的 

 
• ⾃分を認められることで、他者を肯定できる⼒になる 

不登校、⾃殺、リストカット、オーバードーズ… 
思春期年代のメンタルヘルスが⽇本の課題です。 

 
学校や家庭とは違う、多様性がここにはあります。 

 
⾃⼰否定を和らげ、 

全ての経験・個性を価値に変えます。 
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  活動内容 

• 中⾼⽣（10代）が対象、参加無料 
 

• 不適応⾏動がなくてもウエルカム 
 
• ⾃分に対する⾃信を育む「第⼆の実家」 

第１・５⼟曜⽇ 14:00〜16:00 
第３⼟曜⽇ 10:00〜16:00（昼⾷あり） 

• 参加⽅法：ホームページ問合せフォームから 
事前連絡 
 

• 場所：草津市草津 3-5-15 遍照寺 

卓球、お菓⼦、ゲームなど⾃由に過ごす居場所です。 
 
 

※⼤⼈の⽅はどなたであっても当⽇の⽴ち⼊りは出来ません。 
⾒学・協⼒等については 

ホームページをご覧ください。 
https://yanchadera.wixsite.com/yanchadera 
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  ⼦どもたちの様⼦ 

中学校２年 
【不登校で昼夜逆転 A さん】 

 
学校に馴染めずゲーム漬けの⽇々。 
やんちゃ寺の前⽇は早寝、当⽇は早起き。 
やんちゃ寺では 
家族や同世代の友達とはまた違う、 
⼤学⽣のお兄さんとの 
コミュニケーションが楽しい。 
 
得意を発揮し、将来像を考える機会に。 

⾼校３年 
【留学を決めた B さん】 

 
恋愛や⼈間関係に悩み、 
親や友達には⾔えない悩みを 
やんちゃ寺で打ち明けてくれた。 
 
⽇本での⽣きづらさをバネに 
⾃分の得意を⽣かし、 
海外留学することを決意。 

⾃発性 多様性 ⾃⼰実現 

• ⾃発的な感情表現・意思表明が増えた 
• 多様な⽣き⽅のモデルを得た 

• ⾃分の価値を発揮して⽣きるエネルギーが出た 

やんちゃ寺の成果のワケ 
 
●少⼈数体制 
 ⼀⼈⼀⼈とゆっくり接することが出来ます。 
 全員が存分に「⾒てもらえて」「構ってもらえ」ます。 
●⼟曜⽇だけ開催 
 ここで何を話しても、普段の⼈間関係には、何の利害関係もありません。 
 親や友達には⾔えないことも、ここでは話せます。 
●事前連絡制 
 スタッフ全員が把握して⼤歓迎でお迎えします。 
 感染対策のための体制にもなっています。 

※個⼈が特定できないよう、複数の事例を織り交ぜています 
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ご家庭のアルミ⽸ゴミ、古着など、 
様々なカタチで応援していただけます。 

 
詳しくはホームページをご覧ください。 
https://yanchadera.wixsite.com/yanchadera 

 

協⼒⽅法 

周囲に教える 運営を⽀える 仕事を⼿伝う 

収⼊の種類 
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会計の状況 

• 2022 年 12 ⽉現在、スタッフの持ち出しがようやくなくなってきました。 
• 表に⾒えにくい事務備品や裏⽅作業（ゴミ出しや書類仕事）にかかる消耗品や

交通費に、まだスタッフが⾝銭を切る場⾯があります。 
• 2023 年の⽬標は、持続性のため「スタッフの持ち出しをゼロに」「時間とエネ

ルギーに対する対価（⼈件費）を作る」ことです。 

⽀出の種類 

⼤⼈の事情で⼦どもたちを裏切ることがないように 
「持続可能性」を何よりも⼤切に考えています。 

• 全科⽬の詳細な会計状況は、年度末（毎年 3 ⽉）に県に報告しています。 
• 上記は 2022 年 12 ⽉現在の状況です。 
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 メッセージ 
 

代表のすーちゃんです。 
私は昔、ギャルでした。 

 
⾃分に⾃信がなくて 

別⼈になりたいと思っていました。 
 

そんなときに「あったらよかった」と思う場所を 
作ろうと頑張っています。 

 
ありのままの⾃分で 

「⼤丈夫だ」と思える場所。 
 

これが⼀つでもあれば 
前を向いて、⾃分に期待することが出来ます。 

未来に希望を持つことが出来ます。 
 

まだまだ完ぺきからは程遠いですが 
皆様のおかげで 

活動は４年⽬を突破しました。 
 

不安定な思春期に 
安⼼できる場所が 

⼀つでも増えるように 
 

これからも頑張ります。 
応援、本当にありがとうございます！ 

問合せ 

お問合わせはホームページから 
https://yanchadera.wixsite.com/yanchadera 

 

事務局 

滋賀県草津市駒井沢町 380-20 Maison de M 202 やんちゃ寺 Office 
 



2023/2/2

1

滋賀県草津市
１０代の居場所
「やんちゃ寺」

代表 すーちゃん
こと 佐藤すみれ

自己紹介
•元県職員
•臨床心理士
•行政の支援機関で心理士とし
て勤務

•週末のボランティアとして、
民間の”居場所”を設立

やんちゃ寺とは

• 10代が無料で過ごせる居場所
・子ども食堂

• 「やんちゃ系」の子どもたち
でも行きやすい場所

• 普段の人間関係には利害関係
がない、落ち着ける場所

やんちゃ寺を
始めたきっかけ

•行政だけではフォローし
きれていない現実

•やんちゃ系の子どもたち
の行き場のなさ

•学校や家庭以外の「多様
な価値観」が自殺を防ぐ

1 2

3 4



2023/2/2

2

私の話を少し…

• 昔ギャルでした
• そこから臨床心理士になった
経緯

• やんちゃ寺設立に至る経緯
• ギャンブル依存症と離婚
• ３年間学年トップ500点満点
連続取得

活動報告
• 子どもたちの自発的な生きるエネルギーに
：本質的な問題解決

• 弱者としてではなく「誇れる自分」へ

• デザインや見せ方、ブランディングにも注
力：配布資料

• たちんぼ（歌舞伎町での売春）などリアル
に出会って声を聞く

• デンマーク、フィリピン、ドイツ、アメリ
カetc.日本にとどまらない若者支援視察・
訪問：知識を吸収・視野を広げて活動中
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